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“いつも通り”を確実に。ABCで事故ゼロへ。
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特別賞
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天王寺支部
奈良支部
北大阪支部
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■第33回機関紙コンクール

最優秀賞 本田しずか（天王寺電車区分会）「また組合？」　夫のぼやきに　苦笑い川柳・標語

賞 受賞者名 作品

最優秀賞
優秀賞
佳作賞

吉田暁子
森山優大
山瀬健嗣

（京橋運輸分会）
（京橋運輸分会）
（京橋運輸分会）

その確認が、命を守る
安全と笑顔を、次の世代へ
あなたとは、ひとりじゃない

ポスター

■第27回文化・文芸コンクール

最優秀賞 篠原正行 （京橋運輸分会） “いつも通り”を確実に。ABCで事故ゼロへ標語部門

賞 受賞者名 作品

最優秀賞 阪本文平 （四条畷運輸分会）ポスター

■ABC運動の浸透に向けた、「ロゴ」「標語」「ポスター」の応募結果

　
大
阪
地
方
本
部
運
転
部
会
は
、7

月
13
日（
月
）阿
倍
野
市
民
学
習
セ

ン
タ
ー
に
於
い
て
、乗
務
員
勤
務
制

度
の
勉
強
会
を
開
催
し
た
。

　
勉
強
会
に
は
、分
会
や
部
会
役
員

な
ど
27
名
が
参
加
し
た
。来
賓
と
し

て
、大
阪
地
方
本
部
よ
り
、内
田
副

執
行
委
員
長
、淵
脇
副
執
行
委
員
長
、

中
島
執
行
委
員
、本
田
執
行
委
員
が

出
席
し
た
。

　
勉
強
会
の
前
半
は
、大
阪
地
方
本

部
運
転
部
会
三
木
副
部
会
長（
尼
崎

列
車
区
分
会
）が
講
師
と
な
り
、実

乗
務
時
間・入
換
時
間・出
入
区
時

間
の
概
要
や
、乗
務
前
後
の
準
備
時

間
や
乗
務
途
中
の
折
り
返
し
準
備

時
間
の
考
え
方
や
、都
市
圏
通
勤
線

区
の
詳
細
、実
際
の
行
路
表
を
用
い

て
の
、A
加
給
、B
加
給
、C
加
給
の

計
算
、自
ら
の
1
時
間
当
た
り
の
各

単
価
の
計
算
な
ど
の
講
義
を
行
っ
た
。

　
参
加
者
は
、普
段
、知
ら
な
い
こ
と

の
連
続
で
頭
が
パ
ン
ク
す
る
中
、熱

心
に
学
習
し
て
い
た
。

　
後
半
で
は
、質
疑
応
答
が
行
わ
れ

勉
強
会
は
盛
り
上
が
り
を
見
せ
る

中
、時
間
通
り
に
閉
会
し
た
。

　
今
後
、各
分
会
で
の
勉
強
会
の
開

催
や
、部
会
と
し
て
更
な
る
中
身
の
充

実
を
行
え
る
よ
う
に
資
料
や
デ
ー
タ

な
ど
の
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
、次
回
開

催
に
繋
げ
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
く
。

　
ま
た
、勉
強
会
だ
け
で
は
な
く
、福

知
山
線
列
車
事
故
の
当
該
線
区
を

受
け
持
つ
地
方
本
部
と
し
て
、引
き

続
き
、率
先
し
て
活
動
を
展
開
し
、

安
全
を
担
保
に
押
し
進
め
て
い
く
。

永
井
委
員

◆
J
R
西
労
組
安
全
D
V
D
の
リ

　
ニ
ュ
ー
ア
ル
検
討

◆
キ
ャ
リ
ア
ス
テ
ッ
プ

李
委
員

◆
特
急
車
両
の
外
板
全
塗
装

◆
車
両
部
品
の
製
造
中
止
物

◆
予
備
自
衛
官
の
訓
練
招
集
時
の 

　
勤
務
扱
い

牧
野
委
員

◆
要
員
の
算
定
基
準
の
見
直
し

井
本
委
員

◆
特
急
券
の
車
内
割
り
増
し
料
金

　
の
導
入

汐
川
委
員

◆
車
内
で
の
指
定
席
変
更
に
伴
う

　
乗
務
員
負
担

増
田
委
員

◆
業
務
用
P
C
自
体
の
容
量
不

　
足

◆
改
札
機
設
置
の
Q
R
リ
ー
ダ
ー

◆
交
通
系
I
C
カ
ー
ド
の
発
駅
取

　
消
処
理
多
発

髙
橋
委
員

◆
住
宅
補
給
金

角
谷
委
員

◆
団
券
の
W
E
B
化

◆
特
定
席
の
シ
ス
テ
ム
構
築

◆
M
V
の
制
度
向
上

◆
大
駅
の
働
き
方

仲
川
委
員

◆
労
働
人
口
減
少
時
代
に
お
け
る

　
鉄
道
安
全

徳
山
委
員

◆
獣
害
対
策

◆
C
層
の
当
直
手
当

　
大
阪
地
方
本
部
は
、7
月
16
日

（
木
）J
A
M
B
A
S
E（
ジ
ャ
ム

ベ
ー
ス
）に
於
い
て
、6
回
目
と
な
る

女
性
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開
催
し
支
部

や
分
会
か
ら
30
名
が
参
加
し
た
。来

賓
と
し
て
、中
央
本
部
よ
り
川
原
副

執
行
委
員
長
が
出
席
し
た
。

　
冒
頭
、禅
野
執
行
委
員
長
よ
り
、

男
女
平
等
参
画
、女
性
特
有
の
問

題
点
な
ど
に
つい
て
挨
拶
が
あ
っ
た
。

　
今
回
の
女
性
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
二

部
制
で
開
催
し
、第
1
部
の
ラ
イ
フ

プ
ラ
ン
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、株
式
会
社

財
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
の
塩
見
氏
に
、社

会
情
勢
と
自
分
自

身
を
知
る
こ
と
、そ

れ
ら
を
踏
ま
え
行

動
を
変
え
る
こ
と
、

会
社
や
組
合
で
資

産
形
成
に
使
え
る

制
度（
武
器
）な
ど

の
講
義
を
し
て
い

た
だ
き
、今
後
の
ラ

イ
フ
プ
ラ
ン
に
対
す

る
不
安
の
払
拭
に

つ
な
が
っ
た
。

　
第
2
部
の
座
談

会
で
は
、女
性
が
長

く
働
き
続
け
や
す

い
環
境
づ
く
り
や

日
常
業
務
で
困
っ

て
い
る
こ
と
な
ど

に
つい
て
語
り
合
い
、

女
性
の
増
加
に
伴

う
設
備
の
改
善
や
、

内
勤
と
の
コ
ミ
ュニ

ケ
ー
シ
ョン
、キ
ャ
リ
ア
ス
テ
ッ
プ
な
ど

の
話
が
出
た
。

　
最
後
に
、高
原
男
女
平
等
参
画
推

進
部
長
よ
り
お
金
と
の
向
き
合
い

方
や
女
性
活
躍
に
関
し
て
挨
拶
が

あ
り
終
了
し
た
。

司
会
進
行
を
す
る

大
阪
地
本
運
転
部
会
白
神
事
務
長

説
明
を
す
る
大
阪
地
本
運
転
部
会

三
木
副
部
会
長

ABC運動の浸透に向けたポスター部門最優秀賞の
四条畷運輸分会を代表して賞を授与される
髙橋分会執行委員長

受賞した京橋運輸分会を代表して
賞を授与される
大阪支部伊加井副執行委員長 

川柳標語部門で最優秀賞を受賞した
大阪地方本部本田執行委員

機関紙支部の部最優秀賞を大阪支部を
代表して授与される江上書記次長

勉強会には、分会や部会役員など27名が参加した

閉
会
の
挨
拶
を
す
る

高
原
男
女
平
等
参
画
推
進
部
長

塩
見
氏
に
よ
る

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
セ
ミ
ナ
ー

支部や分会から集まったミーティング参加者の皆さん

井本委員仲川委員

牧野委員角谷委員

汐川委員徳山委員

李委員髙橋委員

永井委員増田委員

　

第6回女性ミーティング@大阪

乗
務
員
勤
務
制
度
を
今
一
度
確
認
し
安
全・確
実
な
乗
務
へ

 

職場の垣根を越えて女性の悩みを語り合った

 

大
阪
地
本
運
転
部
会
主
催

乗
務
員
勤
務
制
度
勉
強
会
開
催

中央本部大会
各種コンクール・ABC運動浸透
に向けた応募作品受賞式

中
央
本
部
大
会 

第
一・
第
二
小
委
員
会

　
　
　   

　
大
阪
地
方
本
部
か
ら
の
発
言
項
目

第
二
小
委
員
会

     

　  

【
安
全
・
業
務
・
ワ
ー
キ
ン
グ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
】

第二小委員会 
大阪地方本部発言者


